	地域密着型サービス　運営推進会議　報告書


施 設 名：　寿生の丘
施設種類：　グループホーム　・　小規模多機能型居宅介護施設(該当に○)
日　　時：　R6年 8月21 日　　　　14　時　～　15　時
会　　場：　ケアハウス寿生の郷　会議室
	利用者代表
	0人
	駅前交番所長
	　　1人

	利用者家族
	1人
	高齢者あんしん支援センター職員
	　　1人

	地域住民の代表
	0人
	出雲市職員
	1人

	その他(ＧＨ管理者・ＧＨ係長・ＤＳ管理者・特養施設長)
	4人


出 席 者：　　
　　(人数)
（議題）
　１：事業　(活動)　報告
　２：R6年度外部評価
　３：意見交換
　
1．グループホーム管理者より事業（活動）報告　　
(１)Ｒ6年度第2回開催以降の活動報告等
・月行事：七夕会、納涼会、誕生会
・日課：ラジオ体操、リハビリ体操など、家事（洗濯物干し、ゴミ箱づくりなど）
・日々の活動：塗り絵、歌唱、脳トレ、パズル、積み上げ、ドライブ（万九千神社）
・入退所状況：2名退所
　　　・８１歳女性　要介護４の方：特別養護老人ホーム入居の為（８/１６）
　　　・８４歳女性　要介護４の方：入院をされていたが特別養護老人ホーム入居となる（８/２１）　
・内部研修：食中毒（6月）、感染症（7月）
　　・新型コロナウイルス感染症について：７/２７、２９，３１に１名ずつ計３名利用者の発症あり。熱発や咳が出たりあったが、Dr の指示のもと対応し回復された。面会は今月中止。希望があればガラス越しで。
・その他：介護相談員来所は８/２０から９/３に変更になった。
（2）入居者の状況報告（7月31日現在）
　　　　[入所者17名（男性0名）（女性17名）][年齢81～99歳]
2．R6年度外部評価（１～１５項目について自己評価報告）
3．意見交換
《駅前交番所長》
　・交通事故発生状況について。県下４２９件、昨年比-４５件。死者数７件、昨年比-１０件で減少している。死亡事故の特徴として死者７件中２件横断中、７件中４件が高齢者、時間帯は１４時、１８時が多い。出会いがしらが半数。出かける際は安全運転してほしい。出雲署管内では発生数１３２件、昨年比+９件。死者数１件、昨年比+-０。現在夏休み期間中で子供の自転車事故が増えている。飛び出し等交差点など注意をしてほしい。特殊詐欺について。県下３４件、昨年比-９件。被害額約４１９３万円、昨年比-７９４６万円。出雲署管内では１８件、昨年比+４件。被害額約２９０万円、昨年比１４５万円で県下の半分以上は出雲署管内で被害があった。特に多いのが架空請求詐欺。年代は２０代から７０代で幅広い。高齢者率は６０％程、男女別では同等。他にSNS型ロマンス詐欺、投資詐欺が最近全国的に発生している。島根県では３７件、被害額約４億５千万円。特徴として高齢者が２７％、男女別では男性２３人、女性１４人。すでに昨年の６倍。出雲署管内１５件、被害額約１億５千万円、３０代から８０代、出雲で多く注意を呼び掛けている。この暑い時期に行方不明の届け出が多い。一人暮らしで亡くなられた方もいる。我慢してクーラーをつけない、扇風機で過ごしているなど熱中症と思われる。
　　（GH管理者）高齢者の方は私たちが暑いと思っても丁度いいと言われたり、クーラーをつけている中、ボアの羽織を持ってきて寒いと言われる方もいる。入居前の訪問で部屋が４０度くらいあるのではと感じたこともあった。入居者は活動が少なく寒いと感じたり、いまだに大布団や毛布を使用される方もいて体感の違いを感じる。
《市役所》
　・特にありません。
《あんしん支援センター》　
　・広報を見ると皆さん楽しそうにされている。お寿司も皆さんの食事の形態に合わせて出されている。メニュー表を見て選べるのも良いと思う。桜もちも上手に作っている。食べることは大事。生きる意味だし、食べる意欲は大事だと思う。
《GH家族》
　・特にありません。
《特養施設長》
　・暑い時期、デイサービスで迎えに行ったら暑い部屋におられた方もいると思うが、暑い中だが涼しい部屋で過ごしてもらいたい。先日地震もあった。災害にも気を付け、避難訓練も実施してもらいたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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